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1 .岨輯力への影響としては， 1) 阻闘力のピーク値と力積はともに挿入された試料の硬さに応じて変化し，変化の
割合はそれぞれ平均0.61 N/Hs および65.7N ms/Hs であった， 2) 最も硬い試料を阻輔させた場合，岨輯力のピー















6. CRJMs 中にテスト試料を挿入した計40試行のうち29試行(約73%) において，試料挿入中の岐筋の平均筋電図は，
歯が試料に接触してから 6ms (下顎張反射の最短潜時)以後に増大した。しかし残りの11試行においては，岐筋筋
電図は 6ms 以前に増大した。この結果から，リズミカルな顎運動中に，何か物体が上下顎聞に挿入され閉口運動に
抵抗が生じると，反射系を介さず閉口筋を興奮させることができるようなフィード・フォワードの神経機構が存在
すると考えられる。
以上の結果より，岨輔力は哩暢する物体の硬さに比例して変化すること，また口腔内の感覚受容器，おそらく歯根
膜受容器は，物を噛むときの岨輯力の急速な立ち上がりに関与しており，一方，口腔外の感覚受容器，おそらく閉口
筋中の筋紡錘は，岨輔力のその後の漸進的な形成に関与しているのであろう。試料の硬さに応じて変化する租輔力は，
その大部分が筋紡錘の働きによると考えられる
論文審査の結果の要旨
本研究は，麻酔したウサギの大脳皮質誘発性顎運動を岨瞬運動のモデルとして用い，岨日間力調節の生理的機構を検
討したものである。その結果，岨日爵力は阻腐する物体の硬さに比例して変化すること，また歯根膜受容器は，岨輯力
の急速な加速に関与し，閉口筋筋紡錘は食物の硬さに対応した岨闘力の変化に関与していることが示唆された。本研
究は，阻膚力調節の生理的機構の解明に重要な知見を与えるものであり，博士(歯学)の学位を得る資格があるもの
と認める。
